









































































































































































































































Ｂ：suː anuːＮ tumaiＮki a dudu ai, maː ma çiruＮdoː.
　　今日 私も 祖納へ 用事が あって、  行くよ。
Ａ：ita, waiＮnani kiː wataja, ita, taＮdi. aː Ｎnatiː tuirubagainu
　　じゃ、 いらっしゃるんだったら、 じゃ、 お願い。 縄を 十尋ばかりの
　　Ｎnatiː kaiti turaʃi waraninukajaː.
　　縄を 買って くださらないかな？
Ｂ：ＮsaＮ. uja aŋaː dudu kitiː, kairini aŋa kai muti ʃi ujaＮdoː.
　　良いよ。 それは 私が 用事 して、 帰りに 私が 買って 持って 来て 差し上げるよ。
［自然談話Ａ、20973］
この例の、do文の用いられた場面は、Ａが、Ｂに買い物を依頼したくて、訪ねて来てい

















Ａ：dugabaＮ duganibagiＮ Ｎkaʃi, mutu naranujuＮgara, mː midu
床も 床までも 水浸しにさせて、 もと しょうがないから、 溝
miＮ hagaʃi, kʼatinagi, midu tʼutʃija kʼui turaʃi waibi, eː
水を 捌かせて、 捨てるように、 溝を 一つは 作って くださって、
iʃi turaʃi wariＮdi Ｎdi tʼsariruＮdidu aigu.
やって くださいと 言って 申し上げようと 来た。
Ｂ：maː uＮninu kutujaː hajagu ku. iʃibikina munudu aŋa,
 そのような ことは 早く 来い。 やるべき ものであるが、
kuja jusaＮnu kaＮkeiＮ arujuＮgaraː, u naiＮdija a naranuＮdoː.
これは 予算の 関係も あるから、それ 今すぐには できないよ。
Ａ：na josaＮ josaＮdi Ｎdi Ｎdi waru munuja banu dunamunu.
 予算 予算と 言って 言って いらっしゃる ものは 私達の 税金。
nuＮ usamidu dunaＮ usamidu buruＮdjaː.（省略） ita, banuja
何々 納めて 税金 納めているんだぞ。（省略） じゃ、 私達は
naＮni buriＮdina. uＮnija naranujuＮgara, nuguʃi arubaＮ m iʃi turaʃi wari.
そのまま いろってか？ そうでは いけないから、 どうにかしてでも やって ください。
Ｂ：maː uＮnija mataː aː kumadi haＮtaikitiＮ, suＮtu tatʃibatuʃiti,
 そのようには また  ここから 反対しても、村長の 立場として、
uＮnija naritatanujuＮgara, ita atʼagara josaＮ tsimuiː itigaradu, maː
そのようでは 成り立たないから、じゃ 明日から 予算 見積もり やってから、
iʃi hirarirjaː, ma uＮni ʃi kutaja, nidi turaʃi çirijuː.
やって いけるから、  そのように やって 来るまでは、 我慢して くださいよ。
［自然談話Ａ、20973］
この場面において、依頼をするために来たということについて伝える平叙文「iʃi turaʃi 






し か し、do文 は、 た だ で き な い こ と を 伝 え て い る の で は な く、「kuja jusaＮnu 




示している。そのことは、後続の従属複文「atʼagara josaＮ tsimuiː itigaradu, iʃi hirarirjaː, 








Ｂ：uja nuguʃi pʼa munuja. uja.
それは どうやって 切る ものなの？ それは。
Ａ：Ｎda ubugi ubugi nai mununu uＮtuＮ bagaranunai.
あなた それぐらい それぐらいに なった ものが それも 分からないのか。
Ｂ：anu naibagiＮ uː nuguʃi pʼaＮdi bagaranuＮ.
私 今まで それ どのように 切るか 分からない。
Ａ：eː nuＮgara unu kutuʃi Ｎduru baija ututiti, eː kuduＮti natigaranu
 何か その ことで 出た 芽は 置いといて、  去年に なってからの
baija ɸurubai ɸurubaidu pʼaʃi pʼaʃitigarani, kunu haː judaja tʼutuguruＮki
芽は 古芽 古芽を 切って 切ってから、この 葉 枝は 一か所に
duːʃi, kunu nibariＮki rippani duʃi katadzuki kiː utugu kutudoː.





































Ｂ：ita atʼagara josaＮ tsimuiː itigaradu, maː
じゃ 明日から 予算 見積もり やってから、
iʃi hirarirjaː, ma uＮni ʃi kutaja, nidi turaʃi çirijuː.
やって いけるから、  そのように やって 来るまでは、 我慢して くださいよ。
Ａ：Ｎdadu tʃimanu ujaＮdjaː. tʃimanu ujaʃi m nuＮdi arubaＮ,
あなたは 島の 親なんだぞ。 島の 親で  どうしてでも
nuguʃi arubaＮ, itaː u ʤuːmiＮja banuja ikaʃiＮnagi iʃi turaʃi wari.




て伝える平叙文「iʃi turaʃi wariＮdi Ｎdi tʼsariruＮdidu aigu 溝を一つは作ってくださって、
やってくださいと言って申し上げようと来た」が先に与えられていて、それに対して、Ｂ
が「nidi turaʃi çirijuː. 我慢してくださいよ。」として応じる依頼文が、続く。つまり、そ
の依頼は一時的に断っているのである。
そして、その文に応じて、聞き手のもつ《質》についての話し手の《評価的な判断》を
伝えるdja文「Ｎdadu tʃimanu uja あなたは島の親なんだ」が、後続する。dja文の中にあ
る「uja 親」という単語は、「agami 子」との関係において、面倒を見たりする、責任をもっ
た社会的な存在であることをうつしだしているだろう。このdja文によって、依頼の根拠
を述べている。 そして、 一度断られた依頼をもう一度伝えている依頼文「banuja 










Ｇ：agamiＮtaŋa maŋuＮtaŋa kuː munuja tami Ｎdaŋa bagaːru
子供達が 孫達が 来る ものは 教えて あなたが 分かる
munuja buru tami turaʃi wari.




Ｅ：ma naibagiＮdu naru. naigaraja naidaＮginu.









Ｅ：Ｎdaninu tʼuＮtagadu nagara ubuiti tuitiː,





Ｇ：jaː amja kitsuatsunu nuppa naitiju, nuＮ nuＮ naranuＮdja. ［笑い声］
 私は 血圧が 変に なってね、 何も 何も できないんだぞ。
nuＮ naranujuＮgara, nuＮ naranuＮgara, Ｎdakʼa tʃiＮŋi. anuː.






る場面である。 この場面において、 依頼文「Ｎdaŋa bagaːru munuja buru tami turaʃi 
wari. あなたが分かるものは全部教えてください。」 と必要の判断の文「Ｎdaninu 
tʼuＮtagadu nagara ubuiti tuitiː, iranutu naranuＮ. あなたのような人達が今から 覚えて
取って、やらないといけない。」がdja文に先行していて、Ｇが《活動（教える）》を実行
するように、Ｅが働きかけていることが表現されている。








Ａ：nunu kutujaː. amaːtiʃitaruＮdjaː. tʼunu maiʃiＮ ＮnuＮsujaː
何の ことか。 急だぞ。 人の 死 死んだのは
nuː mː nuː aibi, uＮni ma maiʃi minuＮga. dugujaː.
何 何が あったから、 そのように  亡くなって しまったのか。 毒か。
Ｂ：tʼsanuＮdja. nu nuＮdi minuＮkidu, tʼaː amatitʃuＮni çiruＮdjaː.
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